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府立高槻北高等学校
校長　　山脇　和美

令和８年度　学校経営計画及び学校評価

１　めざす学校像
	「鍛える」「見守る」「高める」をキーワードに、「知・徳・体」のバランスのとれた人物、将来において社会で自立できる人物、社会に貢献できる人物を育成するというコンセプトのもと、次の４点を本校のめざす学校像とする。
１　すべての生徒の学力を３年間でよりいっそう向上させ、進路希望を実現する学校
２　生徒一人ひとりが充実した学校生活を送り、「行ってよかった」と思える学校
３　保護者・地域等と連携し、共に生徒の主体的成長を積極的にサポートする学校
４　学校教育目標の達成に向け、教職員が協働して日々の教育活動に組織的に取り組む学校
※「鍛える」：生徒の学力、体力、精神力を鍛える。「見守る」：生徒の自主的、自発的な活動を見守る。「高める」：感性、人間性、社会性、人権感覚、国際感覚を高める。



２　中期的目標
	１　学力・進路保障―　生徒の探究心・向上心を育て、学力の向上と進路目標の実現を図る。
（１）３年間の計画的な取組みを通して、学力向上・進路目標の実現を図る。
　　　ア　GIGAスクール構想により整備された無線LAN（Wi-Fi）のアクセスポイントや「DXハイスクール事業」で整備された機器の活用と、共同学習等１人１台端末の効果的な使用方法の研究に努め、ICTを積極的に活用した授業改善をさらに進める。それにより、「視覚的効果」を生かし、また「板書時間の削減」による「机間巡視及び個別指導の増加」、「対話的授業」に取り組むことで授業の効率化を図り、生徒の思考力、判断力、表現力をいっそう伸長させる。
イ　Advance講座・Basic講座の効果的な実施、講演会等の進路関連行事の充実を図り、生徒に明確な進路目標を立てさせ、その実現に向けて取り組ませる。
　　　ウ　生徒の国際理解を深めるため、姉妹校交流をはじめとする国際交流の取組みをさらに進める。
　　　※学校教育自己診断（生徒）において、「ホームルームや授業などで将来の進路や生き方について考える機会がある。」肯定的回答率95％以上を維持。
　　　　（R５：91％、R６：95％、R７：96％）
　　　※学校教育自己診断（教員）において、「ICTを活用した授業を実施し、思考力、判断力、表現力の向上につなげている。」を80％以上とする。
　　　　（R５：86％、R６：87％、R７：77％）
　　　※大学進学において、関関同立の合格総数を100人以上、国公立大学の合格総数を５人以上とする。
　　　　（R５：100人 ５人、R６：84人 ２人、R７：105人 ２人）
（２）教志コースを充実、発展させる。
　　　ア　１年生を対象にしたコースガイダンスを早期から実施し、生徒一人ひとりが将来の進路を見据えてコースを選択できるよう、きめ細かい指導を継続する。
　　　イ　２年生の「教志入門」の内容をよりいっそう充実させるとともに、効果的な運営を継続する。
　　　ウ　受講した講義記録と報告、実地実習の記録と報告、レポート課題等の作成や教志実践を主体的・積極的、また協働的に行うことにより、進路実現への意欲や情報活用能力・プレゼンテーション能力を向上させる。
　　　※地域を中心としたボランティア活動等に参加する「教志実践」の受講を推奨する。

２　学校生活―　生徒の主体性、規範意識を向上させ、安全・安心で充実した学校生活を送ることができるようよりいっそうの環境改善を進める。
（１）学校行事の取組みや部活動において、生徒の主体性を涵養する。
（２）生徒の規範意識の向上を図る。：自転車運転のマナー、学校生活におけるマナー（遅刻、服装、頭髪、装飾品等）
（３）「総合的な探究の時間」やLHRを中心に、計画的な人権学習の機会を設け、生徒の人権意識のいっそうの向上を図るとともに、安全・安心で充実した学校づくりを推進する。
　　　　他者を尊重する心の育成、差別やいじめを起こさせない環境作り、性教育、薬物乱用防止教育、防災教育等の実施、あいさつ運動の実施、ネットリテラシーの習得、高いレベルでの文武両道（学習活動と学校行事・部活動等）の推進、環境（学習・生活）整備
　　　※学校教育自己診断（生徒）において、「学校に行くのが楽しい」の肯定的回答90％以上を維持する。
　　　（R５：89％、R６：91％、R７：91％）

３　学校運営―　教員１人ひとりの教師力（学習指導力、生徒指導力、コーディネート力、マネジメント力）を高め、地域の教育資源を最大限に生かしながら、機動力のある学校運営を行う。
（１）教科を超えた、教員相互の授業見学の促進や、地元の小中学校等の授業見学等の機会を設け、教員の授業力の向上を図り、相互に高め合う職場環境づくりに努める。
（２）校内における職員研修等、あらゆる機会を活用し、教職員の人権意識や規範意識の向上に努める。
（３）地域連携の取組み（地域行事・八中校区地域教育協議会への参画、北高アカデメイアの実施等）の定着・推進を通して、地域からの信頼をよりいっそう高める。
　　　※北高アカデメイアの参加者満足度について、引き続き95％以上を維持する。
　　　（R５：97％、R６：100％、R７：100％）

４　労働安全衛生―　労働安全衛生管理体制の充実を図り、教員が健康で意欲的に働ける、同僚性に富んだ職場環境を整える。
（１）業務見直し、効率化をさらに進め、教職員が主体的に取り組める働き方改革をいっそう進める。
      ア　ICTの積極的活用等により、校務運営のいっそうの効率化を図る。
　　　イ　部活動方針の遵守、業務の見直し等により、時間外在校等時間の縮減を図る。
　　　※学校教育自己診断（教員）において、「学校は働き方改革を推進している」の肯定的回答60％以上をめざす。
　　　（R５：51％、R６：42％、R７：47％）

５　広報―　効果的な情報発信に努め、保護者・地域から信頼される、開かれた学校づくりを推進する。
（１）効果的な広報活動の実施－学校説明会・保護者対象の授業参観・学校ホームページ・部活動や生徒会活動等のブログ・校長通信・SNS・バナー広告掲載等を通して、本校の取組み及び連携機関の周知を図る。
※スクールミッション、スクールポリシー、アドミッションポリシーの周知を図る。



【学校教育自己診断の結果と分析・学校運営協議会からの意見】
	学校教育自己診断の結果と分析［令和　　　年　　月実施分］
	学校運営協議会からの意見

	
	




３　本年度の取組内容及び自己評価
	中期的
目標
	今年度の重点目標
	具体的な取組計画・内容
	評価指標[R７年度値]
	自己評価

	１　学力・進路保障
	（１）生徒の学力向上・進路目標の実現
ア生徒の学力の向上














イA講座・Ｂ講座の効果的な実施、進路関連行事の充実・進路目標の実現



ウ国際交流の取組み








（２）教志コースの充実・発展
ア「教志入門」のさらなる充実






イ「教志実践」の受講推奨

	（１）
ア　１人１台端末の効果的活用を含め、ICTを活用した授業の充実を図り、生徒の思考力、判断力、表現力のさらなる向上につなげる。
　　また、家庭学習等、授業以外での生徒の主体的な学習習慣につながるような取組みを、各教科、各学年で工夫していく。











イ　Advance講座・Basic講座の効果的な実施を図り、進路関連行事をいっそう充実させることにより、生徒が明確な進路目標を立て、目標の実現に向けて努力する姿勢を涵養する。
　・Advance講座・Basic講座の効果的な実施
　・丁寧な科目・コース選択説明会の実施
　・進路分野別説明会・進路説明会の実施

ウ　姉妹校交流として、姉妹校提携をしているオーストラリアの高校へ、研修旅行を企画し、生徒の国際理解を深める。

教育旅行等で来日した中・高生等と交流や国内の大学に留学生として在籍する学生との交流の機会を設け、生徒の国際理解を深める。

（２）
ア　２年生設置科目「教志入門」のさらなる充実を図る。
　・生徒が教育課題等についての理解を深められるよう、招聘する講師との入念な事前打ち合わせを行う。
　・実地実習の事前及び事後指導の充実
　・国際交流や学校説明会等における、コース生の活動を促進する。

イ　地域を中心としたボランティア活動等に参加する「教志実践」の受講を推奨する。
	（１）
ア　学校教育自己診断（生徒）において、
　　１人１台端末の効果的活用：90％以上を維持
　　　　　　　　　［94％］

　　ICT機器の活用：95％以上維持　　　　［97％］

　　授業アンケート質問８「興味・関心を持つことができた」、質問９「知識や技能が、身についた」の肯定的回答率：85％以上を維持　　　［88％］

イ　大学入学共通テスト出願者：100人以上を維持
　　　　　　　　［108人］





ウ　姉妹校への研修旅行を実施：１回　　［新規］


国際交流の実施：２回以上　　　　　　［０回］



（２）
ア　教志コース２年生アンケートの取組み満足度：95％以上を維持［100％］






イ　「教志実践」の受講者数：10人以上　　　［18人］　　
	

	２　学校生活
	（１）生徒の主体性の涵養









（２）生徒の規範意識の向上





（３）人権学習の実施、安全・安心で充実した学校生活の実現













	（１）
　　生徒会執行部の活動を支援し、生徒が部活動や学校行事に主体的に取り組めるよう工夫する。







（２）
　　登下校時の交通安全指導の継続、生徒の身だしなみマナー向上週間（各月数日実施）を実施し、生徒の規範意識の向上を図る。



（３）
ア　計画的な人権学習を実施し、生徒の人権意識を向上させる。





イ　生徒会執行部、教志コース生、生活委員（生徒）等が中心となって実施するあいさつ運動を支援する。

ウ　外部講師を招聘し、新入生にネットリテラシーの講習会を実施する。


エ　生徒が企画・運営する新入生歓迎会が充実したものとなるよう支援し、部活動の加入率及び満足度を向上させる。


オ　清掃活動を徹底させ、安全点検を定期的に実施し、施設・設備の改善を図ることで、学習環境を整える。
	（１）
　　学校教育自己診断（生徒）において、
　　部活動に主体的に取り組んだ：90％以上を維持
　　　　　　　　　［96％］

　　学校行事に主体的に取り組んだ：95％以上を維持　　　　　　［96％］

（２）
　　学校教育自己診断（生徒）において、
　　自転車運転のマナー意識の向上：95％以上を維持　　　　　　［98％］

（３）
　　学校教育自己診断（生徒）において、
ア　命の大切さや社会のルールについて学ぶ機会がある：90％以上を維持
　　　　　　　　　［96％］

イ　積極的に挨拶をしている生徒：90％以上を維持
［91％］

ウ　ネットリテラシーを守っている：95％以上を維持　　　　　　［97％］

エ　部活動加入率及び加入者満足度：80％以上、80％以上を維持
［83％、87％］

オ　清掃活動や環境整備への取組み：85％以上を維持　　　　　　［86％］

　　施設・設備の改善認識80％以上を維持［83％］

　　学習環境の満足度：85％以上を維持　　［91％］
	

	３　学校運営
	（１）教師力の向上








（２）教職員の人権意識・規範意識の向上




（３）地域連携の推進




	（１）
　授業の相互見学制度を推進し、教科の枠を超えて相互に授業を見学することや、地元の小中学校等の授業見学等を通じて、指導方法等を共有・研究し、教員の授業力の向上を図る。




（２）
　　職員人権研修、救急講習会(教職員対象)の参加をはじめ、あらゆる機会を活用し、教職員の人権意識や規範意識の向上に努める。



（３）
　　地域行事（地域清掃、八中校区子ども会議、ふるさとふれあいフェスティバル等）への参画、北高アカデメイアの実施等を通して、地域からの信頼をいっそう向上させる。
	（１）
　授業の相互見学実施：１人３回以上を維持
［3.3回］

　　地元の小中学校等の授業見学実施：５人以上
［新規］

（２）
　　職員人権研修参加率：80％以上　　　［74％］

　　救急講習会参加率：95％以上　　　　　［98％］

（３）
　　北高アカデメイア参加者満足度：95％以上を維持　［100％］
	

	４　労働安全衛生
	（１）業務の見直し・効率化等、働き方改革の推進








	（１）
　教職員の働き方改革に係る各種取組みを推進するとともに、業務の効率化及び見直しをさらに進めることで、健康で意欲的に働ける同僚性に富んだ職場環境を整える。
・ICTの積極的活用による効率化
　・定時退庁日の確実な実施
　・欠席等連絡及び確認の効率化
　・各種会議の効率化
　・朝の職員連絡会の効率化
　・保護者宛て文書のペーパーレス化
　・「部活動に係る活動方針」の遵守
	（１）
　　学校教育自己診断（教員）において、
　　ICT機器の活用による業務の効率化：85％以上
　　　　　　　　　［新規］
 
　　ストレスチェック集団分析結果において、高ストレス者率：昨年度以下
　　　　［16.1％］

　　教員一人当たりの月平均時間外在校時間(４月から12月までの集計)：昨年度以下
［38時間31分］

　　年間時間外在校等時間720時間を超える教育職員をゼロにする。
　　　　　　　　［10人］
　　
	

	５　広報
	（１）効果的な情報発信





	（１）
　　本校の教育内容及び連携機関の周知を図る。
　・学校説明会の充実
　・保護者対象の授業等の参観（通常授業・生徒対象の講演会等）の実施
　・刷新したホームページの活用
　・校長通信及び部活動等の活動の発信
　・SNSを利用した学校情報の発信
　・バナー広告の契約数維持
　・地域中学校、教育産業の訪問等、広報を強化し、スクールミッション・スクールポリシーの周知に努める。
	（１）
　　学校説明会 参加者満足度：95％以上を維持
　　［99％］

　　保護者対象の授業等の参観：５回以上［６回］

　　バナー広告契約数：５件以上を維持　　［６件］
	



